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協同組合の危機を克服するには

協同組合間の協同の拡大強化は,今日

の協同組合の危機的状況を克服するため

の最重要課題である｡各種の協同組合の

協同を強化することによって,生産から

消費にいたる過程を担いうるような協同

組合のネットワークをつくること｡これ

が今日の協同組合運動の基本戦略であ

る｡将来の協同組合運動の命運は,この

ような協同組合セクターをつくりうるか

どうかにかかっているといっても過言で

はなかろう｡

このようなネットワークづくりの重要

性は理論的にはかなりひろく認識されて

いる｡それにもかかわらず,実践面では

異種協同組合間の協同はなかなか進展し

ていない｡

周知のように, ｢協同組合間の協同｣

は,国際的に承認されている協同組合の

6大原則の一つであり, 1966年のICA

(国際協同組合同盟)大会で採択された

新原則である｡ ｢すべての協同組合組織

は,その組合員とコミュニティの利益に

最善の奉仕をするため,地方的,全国

的,国際的レベルで,現実的な方法によ

って積極的に協同すべきである｡｣これ

がその新原則の全文である｡この原則の

重要性についてI CAの協同組合原則調

査委員会報告書はつきのように述べてい

る｡ ｢共に活動するということは,単に

既存の種類の協同組合の中央会や連合会

の内部での誠実な協力だけではなく,実

行可能なあらゆる段階における各種の協

同組合の間の,より緊密で有効な関係を

も意味する｡協同組合運動の異種部門の

問の統一と結集が欠けているというだけ

のために,経済界における協同組合セク

ターという構想が,それに相応する物的
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